
中
古
天
台
に
お
け
る
生
死
観

特
に

牛
頭
決

を
中
心
と
し
て

荒

槇

純

隆

叡

山

学

院

中
古
天
台
は
、
恵
心
・
檀
那
両
流
の
興
隆
に
と
も
な
い
、
多
く
の
口
伝
文
献
が
成
立
し
た
。
そ
こ
に
は
本
覚
思
想
を
基
調
と
し
て
日
本

天
台
独
自
の
解
釈
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
日
本
文
化
の
諸
方
面
に
ま
で
も
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
中
国
の
天
台
が

日
本
の
天
台
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
と
言
え
る
。
天
台
の
思
想
が
日
本
人
に
受
容
さ
れ
大
き
く
展
開
し
た
時
代
で
あ
る
。
天
台
の
思
想
は

私
た
ち
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
溶
け
込
み
、
日
本
人
の
思
想
・
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
今
回
の
学
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

仏
教
の
生
死
観

は
天
台
の
思
想
に
お
い
て
も
根
底
に
あ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
生
死
は
誰
も
無
視
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
古
天
台
の
生
死
観
と
題
し
た
が
、
分
段
・
変
易
の
二
種
の
生
死
か
ら
一
心
の
妙
有
へ
と
替
わ

っ
て
い
く
そ
の
過
程
を
中
国
天
台
か
ら
日
本
天
台
へ
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
な
か
で
見
て
み
た
い
と
思
う
。

１

中
国
天
台
の
生
死
観

先
ず
天
台
が
所
依
の
経
典
と
す
る

法
華
経

の
如
来
寿
量
品
第
十
六
に
生
死
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

如
来
如

実
知

見
三
界
之
相

無

有

生
死
若
退
若
出

一
五
三
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亦
無

在
世
及
滅
度
者

非

実
非

虚
非

如
非

異
。

不

如

三
界
見

於
三
界

如

斯
之
事
。

如
来
明
見
無

有

錯
謬

（
Ｔ
九
・
四
二
ｃ

仏
が
如
実
に
三
界
の
相
を
知
見
す
る
に
、
生
死
の
若
は
退
若
は
出
あ
る
こ
と
な
し
と
あ
る
。
如
実
知
見
の
ま
え
に
は
生
死
は
無
い
の
で

あ
る
。
こ
の

生
死
有
る
こ
と
無
し

と
い
う
仏
の
知
見
に
つ
い
て
天
台
は

法
華
文
句

に
、

如
実
知
見
即
是
レ

実
智
。
如
ク
ニ

理
ノ

而
モ

照
ス

三
界
之
実
ヲ

実
ニ
ハ

則
無
キ

三
界
之
因
ノ

相

也
。

無
有
生
死
ト

者
。
無
キ

有

二
死
之
苦

也
。

起
ス
ヲ

集
ヲ

名
ケ

退
ト

無
常
ノ

果
現
ス
ル
ヲ

名
ル

出
ト

也
。

亦
無
シ

在
リ

生
死
之
世

及
入

涅
槃
之
滅

此
ノ

二
ツ

倶
滅
セ
リ

故
ニ

云
フ

亦
無
在
世
及
滅
度
者
ト

非
ス

滅
度
之
実
ニ

非
ス

於
生
死
之
虚
ニ

故
ニ

云
フ

非
実
非
虚
ト

也
。

非
ス

於
世
間
之
隔
異
ニ

非
ス

於
出
世
之
真
如
ニ

故
ニ

云
フ

非
如
非
異
ト

此
ノ

四
ハ

明
ス

中
道

也
。

（
文
句
Ｔ
三
四
・
一
三
二
ａ

と
あ
る
。
天
台
も
生
死
な
し
と
す
る
。
た
だ
、
そ
の
生
死
に
つ
い
て
二
死
の
苦

１
無
し
と
言
う
。
二
死
と
は
随
他
意
に
よ
っ
て
二
死
の
身
を

示
し
二
死
あ
り
と

２
説
く
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
言
う
二
死
と
は
何
を
指
し
て
二
死
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
台
の
依
る
と
こ
ろ
は

大

智
度
論

で
あ
る
。
た
と
え
ば

法
華
経

化
城
喩
品
に
五
百
由
旬
の
険
難
を
越
え
て
宝
所
あ
る
を
説
く
に
、
そ
の
五
百
由
旬
に
つ
い
て

一
五
四

中
古
天
台
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る
生
死
観
（
荒
槇
純
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法
華
文
句

に
は
法
相
の
基
師
を
は
じ
め
有
家
云
、
有
人
云
と
幾
つ
か
の
説
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、

五
百
由
旬
者
。

×
）
基
師
三
界
結
惑
為

三
百

七
地
所
断
習
気
為

四
百

八
地
已
上
所
断
無
明
為

五
百

今
謂
非

正
別
義

又
非

三
乗
通
義

×
）
又
有
家
云
。
流
来
生
死
変
易
生
死
。
中
間
生
死
分
段
生
死
。
但
取

三
種

開
為

五
百

不

取

流
来

流
来
是
有
識
之
初
反

源
之
始
。
故
不

説

之

×
）
有
人
難

此
云
。
勝
鬘
云
。
因
五
果
二
。
果
二
者
。
謂

分
段
変
易

因
五
者
謂

五
住

語

果
既
別
開

流
来
与

中
間

語

因
亦
応

更
広

五
住

無

拠
不

可

用
。

○
）
大
論
明
肉
身
菩
薩
即
分
段
。
法
身
菩
薩
謂
変
易
。
又
云
。
阿
羅
漢
捨

三
界
報
身

受

法
性
身

故
知
生
死
二
耳
。

×
）
有
人
云
。
三
百
喩

三
界

四
百
喩

七
地

二
国
中
間
難

過
。
五
百
喩

八
地
已
上

難
者
言
。
四
百
喩

七
地

則
応

三

百
喩

六
地

六
地
与

二
乗

斉

功
。
二
乗
極
久
唯
六
十
劫
。
或
百
劫
。
菩
薩
至

六
地

時

二
十
二
大
僧
祇
。
二
乗
於

仏

道

紆

不

応

得

斉
。
今
謂
此
非

別
義

亦
非

通
義

×
）
有
人
言
。
三
界

三
百

…
…
利
人
不

必
爾

…
…

（
文
句
Ｔ
三
四
・
一
〇
〇
ｃ
〜
一
〇
一
ａ

※
（
○
・
×
）
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
。

と
あ
る
。
天
台
は

大
智

３
度
論

に
、
肉
身
の
菩
薩
の
分
段
身
と
、
法
身
の
菩
薩
の
変
易
身
を
明
か
す
こ
と
か
ら
、
生
死
は
こ
の
分
段
身

と
変
易
身
の
二
つ
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
法
身
の
菩
薩
と
あ
る
が

法
華
玄
義

に
は
、

地
前
住
前

生
身

登
地
登
住

生
身
得
忍

謂

生
身
中
能
破

無
明

得

無
生
忍

也
。
言

法
身
等

者
。
謂
登
地
登
住
破

無

明

捨

生
身

居

実
報
土

名
為

法
身

位
居

等
覚

名
為

後
心

若
迹
門
唯
益

生
身
及
生
身
得
忍

本
門
進
至

法
身
及
法

一
五
五
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台
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身
後
心

（
玄
義
Ｔ
三
三
・
八
二
二
ｂ

と
あ
る
。
住
前
を
生
身
、
登
住
を
生
身
得
忍
と
す
る
。
法
身
は
住
上
に
お
い
て
無
明
を
破
し
生
身
を
捨
て
て
実
報
土
に
居
す
を
法
身
と
名

け
る
と
い
う
。
そ
の
位
は
等
覚
で
あ
り
、
後
身
で
あ
る
。
後
身
と
は
等
覚
金
剛
心
を
指
す
。
迹
門
に
お
い
て
は
生
身
と
生
身
得
忍
を
益
す

が
、
本
門
で
は
さ
ら
に
法
身
と
法
身
の
後
心
に
至
る
と
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
仏
果
に
至
る
に
は
生
身
を
捨
て
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

こ
の
二
死
の
苦
に
つ
い
て
妙
楽
大
師
湛
然
は

文
句
記

に
、

如
実
下
正
解
ス

。
解
ス
ル

中
ニ

初
第
一
句
ニ

若
準
下
句
ノ

中
ニ

云
フ
ニ

無
ト

二
死

応
ニ

云

無
ト

二
種
ノ

三
界
之
因
ノ

相

也
。
直
ニ

云
ル
コ
ト

三
界

者
。

能
知
見
ノ

者
ノ

名

之
為

智
ト

所
知
見
ハ

如
ナ
リ

如
ハ

即
中
ノ

境
ナ
リ

中
ノ

境
ハ

不
カ

出

三
界
ヲ

故
也
。
於
テ

所
見
中
ニ

既
通
ス

凡
聖

今
以
ス

如
来
ノ

知
見
ノ

皆
実
ナ
ル
ヲ

余
ノ

所
ハ

知
見

望
ニ

仏
ニ

皆
虚
ナ
リ

而
猶
ヲ

有
リ

因
。
仏
ハ

如

実
見
ハ
ス

故
ニ

云

無
因

離
レ

三
界
ヲ

已
テ

無
カ

別
ノ

理

故
ナ
リ

無
生
死
ヨ
リ

去
ハ

即
無
キ

二
死
果

也
。

起
集
下
ハ

結

上
ノ

無
コ
ト
ヲ

二
死
カ

家
之
因
果

耳
。
故
有
ヲ

五
住
ノ

集

名

退
。

有
ヲ

二
死
ノ

果

名

出
。
而
ヲ

云
ル

無
常
ノ

果
現

者
。

二
死
ヲ

望
レ
ハ

中
ニ

二
ツ

倶
ニ

無
常
ナ
リ

別
シ
テ
ハ

指
シ
テ

二
土

以
テ

為

二
死
ト

通
シ
テ

論
ハ

金
剛
已
前
ヲ

尚
ヲ

名
カ

無
常
ト

故
也
。
亦
無
在
世
及
滅
度
者
ト

者
ハ

亦
是
レ

双
非
ス
ル
ナ
リ

二
辺
ノ

因
果

此
之
二
ノ

句
及
両
双
非
ナ
リ

故
云

此
四

一
五
六
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故
ニ

前
ニ

従

如
実

知

滅
度
者

約
ス

如
ノ

理
ノ

所
離
ニ

次
二
句
ハ

者
。
共
ニ

顕
ス

中
体
ヲ

後
之
二
ノ

句
ハ

約

能
見

説
ク

（
文
句
記
Ｔ
三
四
・
三
三
五
ｃ
〜
三
三
六
ａ

と
あ
る
。
湛
然
は
二
種
の
三
界
の
因
相
な
し
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
三
界
の
世
界
を
み
る
に
、
凡
か
ら
見
る
世
界
と
聖
か
ら
見
る

世
界
に
異
な
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
、
今
、
如
来
の
知
見
を
も
っ
て
実
と
な
せ
ば
、
如
来
以
外
の
知
見
は
す
べ
て
虚
で
あ
り
、
因
が
あ

る
。
そ
の
時
点
に
お
い
て
生
死
の
苦
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
死
は
中
（
ち
ゅ
う
）
の
悟
か
ら
み
れ
ば
二
倶
に
無
常
で
あ
る
と
し
、

さ
ら
に
二
死
は
別
し
て
言
え
ば
二
土
を
指
し
て
二
死
と
な
す
と
あ
る
。
湛
然
は
二
死
を
二
土
に
当
て
は
め
て
い
る
。
二
土
と
は
天
台
が
立

て
る
同
居
、
方
便
、
実
報
、
寂
光
の
四
種
の
仏
土
の
な
か
の
二
土
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
止
観
第
一
発
大
心
に
、

若
シ

以
テ

四
諦
ヲ

竪
ニ

対
セ
ハ

諸
土
ニ

有
リ

増
有
リ

減
。
同
居
ニ
ハ

有
リ

四
。
方
便
ニ
ハ

則
三
ツ

実
報
ニ
ハ

則
二
ツ

寂
光
ニ
ハ

但
一
ナ
リ

若
シ

横
ニ

敵

対
セ
ハ

者
同
居
ニ
ハ

生
滅
。
方
便
ニ
ハ

無
生
滅
。
実
報
ニ
ハ

無
量
。
寂
光
ニ
ハ

無
作
ナ
リ

云
云

（
止
観
Ｔ
四
六
・
五
ｃ

と
。
さ
ら
に
不
思
議
境
に
は
、

十
種
ノ

所
居
ヲ

通
シ
テ

称
ル
コ
ト

国
土
世
間
ト

者
ハ

地
獄
ハ

依
テ

赤
鉄
ニ

住
ス

畜
生
ハ

依
テ

地
水
空
ニ

住
ス

修
羅
ハ

依

海
畔
海
底
ニ

住
ス

人
ハ

依

地
住
。
天
依
テ

宮
殿

住
ス

六
度
ノ

菩
薩
ハ

同

人
ニ

依
テ

地
ニ

住
ス

通
教
ノ

菩
薩
ハ

惑
未
タ

尽
サ

同
ク

人
天

依
住
ス

断
シ

惑
ヲ

尽
セ
ル

者
ハ

依

方
便
土
ニ

住
。
別
円
ノ

菩
薩
ハ

惑
未

尽
者
。
同
ク

人
天
方
便
等
ニ

住
。
断
ジ

惑
ヲ

尽
セ
ル

者
ハ

依
テ

実
報
土
ニ

住
。
如
来
ハ

依
テ

常
寂
光
土

住
ス

（
止
観
Ｔ
四
六
・
五
三
ａ

と
あ
る
。
十
法
に
四
土
を
説
い
て
い
る
。
通
教
の
菩
薩
が
界
内
の
惑
を
断
ず
れ
ば
方
便
土
、
ま
た
未
だ
断
惑
し
て
い
な
い
別
円
の
菩
薩
は

人
天
と
同
じ
く
方
便
等
に
住
す
と
あ
り
、
さ
ら
に
別
惑
を
断
じ
尽
く
せ
ば
実
報
土
に
住
す
。
如
来
は
常
寂
光
土
に
住
す
と
あ
る
。
こ
れ
ら

の
な
か
生
死
に
関
わ
る
の
は
同
居
、
方
便
、
実
報
土
で
あ
る
。
分
段
身
が
同
居
土
で
変
易
身
は
方
便
と
実
報
に
亘
る
が
、
こ
こ
で
は
二
土

一
五
七
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と
は
同
居
と
方
便
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
二
死
に
つ
い
て

維
摩
経
略
疏

に
は
分
段
身
を
捨
て
て
方
便
土
に
、
ま
た
変
易
身
を
捨
て
て

実
報
土
に
生
ず
る
の
か
と
い
う
問
答
を
設
け
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
見
る
と
、

問
。
分
段
同
居
要
見
思
尽
。
捨
身
方
生

有
余

有
余
亦
応
別
見
思
尽
捨

変
易
身

方
生

報
土

耶
。

答
。
不

然
。
分
段
質
礙
煩
悩
雖

尽
必
須

捨

報
。
若
有
余
土
随

破

別
惑

因
移
果
易
即
名

実
報（

維
摩
経
略
疏
Ｔ
三
八
・
五
六
六
ｂ

分
段
身
、
つ
ま
り
こ
の
肉
身
は
見
思
の
煩
悩
を
尽
し
て
必
ず
身
を
捨
て
て
方
便
有
余
土
に
生
ず
べ
し
、
有
余
土
も
ま
た
別
の
見
思
の
惑

を
尽
く
し
て
変
易
身
を
捨
て
て
実
報
土
に
生
ず
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
然
ら
ず
、
分
段
身
は
必
ず
捨
て
る
、
し
か
し
て
方
便
有
余

土
に
生
ず
る
が
、
有
余
土
に
お
い
て
は
別
惑
を
破
す
に
随
っ
て
因
移
果
易
、
つ
ま
り
分
分
に
無
明
の
惑
を
破
す
に
従
っ
て
位
位
に
中
道
の

理
を
顕
し
て
い
く
を
実
報
と
名
づ
け
る
の
だ
と
す
る
。
天
台
は
変
易
身
に
な
る
に
は
必
ず
分
段
身
を
捨
て
る
と
あ
る
。
こ
の
答
は
未
断
惑

の
凡
夫
に
対
す
る
答
で
あ
り
、
権
に
従
っ
て
答
え
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
変
易
に
生
ず
る
に
は
必
ず
分
段
身
を
捨
て
る
と
あ
る
。

変
易
に
生
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
見
れ
ば

法
華
玄
義

に
、

夫
生

変
易

則
三
種
不

同
。

一
全
未

断

別
惑

生

変
易

者
。
即
是
三
蔵
二
乗
。
及
通
教
三
乗
是
也
。
類
如

分
段
薄
地
凡
夫
不

伏

見
思

者

云
云
。

二
伏

別
惑

生

変
易

者
。
即
是
別
教
三
十
心
人
。
習

於
中
道

伏
而
未

断
。
類
如

分
段
小
乗
方
便
道

也
云
云
。

三
者
断

別
惑

生

変
易

者
。
如

初
地
初
住
断
惑

是
也
。
類
如

初
果

雖

断

見
諦

猶
有

七
生

彼
亦
如

是
。
若
未

断
伏

生
者
。
用

方
便
行
真
無
漏
為
因

無
明
為

縁
。
若
伏
断
者
。
順
道
法
愛
為

因
。
無
明
為

縁
生

変
易
土

云
云
。

（
大
正
Ｔ
三
三
・
六
九
四
ｃ
〜
六
九
五
ａ
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と
あ
る
。
こ
れ
を
図
に
す
れ
ば全

未
断
別
惑
生
者
（
蔵
教
二
乗
通
教
三
乗
）

生
変
易
土
三
種
不
同

伏
別
惑
生
者
（
別
教
三
十
心
住
行
向
）

断
別
惑
生
者
（
別
教
十
地
円
教
住
上
）

一
は
別
惑
を
断
じ
て
い
な
い
三
蔵
の
二
乗
と
通
教
の
三
乗
、
未
だ
に
見
思
の
惑
を
断
じ
て
い
な
い
分
段
薄
地
凡
夫
の
類
。
二
に
別
惑
を

伏
し
た
別
教
三
十
心
の
人
。
中
道
を
習
い
惑
を
伏
す
が
未
だ
惑
を
断
じ
て
い
な
い
類
。
分
段
小
乗
方
便
道
の
類
。
三
に
は
別
惑
を
断
じ
た

者
と
で
あ
る
。
こ
の
三
種
の
な
か
三
番
目
に
挙
げ
る
分
段
身
か
ら
変
易
身
に
生
じ
る
過
程
を
み
る
と
、
別
教
の
初
地
、
円
教
の
初
住
、
つ

ま
り
界
外
の
惑
を
断
じ
る
に
よ
っ
て
変
易
土
に
生
じ
る
と
あ
る
。
こ
の
土
は
中
道
の
理
を
一
分
証
し
た
菩
薩
の
土
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

ま
だ
四
十
二
品
の
無
明
が
具
さ
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
無
明
を
断
惑
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
報
土
を
論
じ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

無
明
を
具
し
て
お
り
、
生
死
を
免
れ
て
い
な
い
。
湛
然
は

文
句
記

に
、

証

生
死
但
二

言

肉
身

者
。
四
住
未

尽
通
名

肉
身

言

法
身

者
。
且
通

界
外
両
土

倶
称

変
易
及
法
性
身

者
是
也
。
此

証

二
死

非

常
身

此
大
論
正
文
。

（
文
句
記
Ｔ
34
・
二
九
九
ｂ

と
あ
る
。
分
段
変
易
の
二
死
を
証
す
る
は
常
の
身
に
非
ず
と
。
つ
ま
り
無
常
の
身
で
あ
り
、
そ
れ
は
苦
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
大

論
の
正
文
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
分
段
も
変
易
も
生
死
で
あ
り
死
が
あ
る
以
上
苦
で
あ
る
と
天
台
は
捉
え
て
い
る
。

法
華
経

に
は
仏
の
知
見
に
よ
れ
ば
生
死
は
な
い

と
す
る
。

文
句

に
は
仏
の
寿
量
を
説
い
て

有
量
無
常
す
べ
て
仏
の
義
に

４
非
ず

と
あ
る
。
つ
ま
り
分
段
も
変
易
も
有
量
で
あ
り
、
無
常
で
あ

る
か
ら
仏
の
義
に
非
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
苦
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
有
量
と
は
際
限
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
無
常
と
は
常
で
は
な
い
こ
と
で
あ

一
五
九
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る
。
こ
の
よ
う
に

え
て
見
る
と
、
信
仰
の
対
象
は
絶
待
で
あ
り
、
永
遠
の
命
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
天
台

は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
生
死
は
苦
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
天
台
に
お
け
る
生
死
観
を

玄
義

文
句

に
見
れ
ば
二
死
の
生
死
（
分
段
・
変
易
）
と
も
に
無
常
で
あ
り
苦
で
あ
る
と

す
る
。
ま
た
、
仏
果
に
至
る
に
は
こ
の
二
死
の
過
程
を
経
る
と
捉
え
て
い
た
と
言
え
る
。

２

日
本
天
台
の
生
死
観

日
本
天
台
に
お
い
て
生
死
観
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
展
開
し
た
の
か
。
こ
れ
を
二
死
の
生
死
つ
ま
り
分
段
・
変
易
の
生
死
か
ら

見
て
み
た
い
。

ま
ず
最
澄
が

法
華
秀
句

下
、
即
身
成
仏
化
道
勝
の
な
か
で

有
ル

人
ノ

云
ク

変
成
男
子
ト
ハ

者
。
未
タ

免
レ

取
捨
ヲ

今
謂
ク

法
性
ノ

取
捨
。
法
性
ノ

縁
起
ハ

常
差
別
ナ
ル
カ

故
ナ
リ

法
性
ノ

同
体
。
法

性
ノ

平
等
ハ

常
平
等
ナ
ル
カ

故
ナ
リ

常
平
等
ノ

故
ニ

不

出
テ

法
界
ヲ

常
差
別
ノ

故
ニ

不

礙
ハ

取
捨
ヲ

（
伝
全
三
・
二
六
四
頁

と
あ
る
。
こ
れ
は

法
華
経

提
婆
達
多
品
十
二
に
あ
る
八
歳
の
竜
女
が
仏
前
で
忽
然
と
変
じ
て
男
子
と
な
り
、
等
正
覚
を
成
じ
た
と
い

う
、
変
成
男
子
し
て
速
疾
に
成
仏
し
た
と
説
く
文
か
ら
、
分
段
身
を
捨
て
て
成
仏
す
る
は
即
身
成
仏
で
は
な
い
と
す
る
難
に
つ
い
て
、
最

澄
は
、
そ
れ
は
法
性
の
取
捨
で
あ
る
と
す
る
。
法
性
の
取
捨
と
捉
え
て
、
分
段
身
を
捨
て
れ
ば
法
性
を
捨
て
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、

分
段
身
を
捨
て
ず
、
法
性
の
随
縁
で
あ
る
と
会
通
し
て
い
る
。
こ
こ
で
最
澄
は
法
性
の
取
捨
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
取
捨
と
は
、
取
は
と

る
、
あ
る
い
は
捨
に
対
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る
。
捨
は
捨
て
る
こ
と
で
あ
る
。
捨
て
る
と
は
分
段
身
を
捨
て
る
こ
と

で
分
段
生
死
を
意
味
す
る
。
最
澄
は
身
を
す
て
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
身
は
法
性
の
随
縁
で
あ
る
と
了
解
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は

一
六
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最
澄
以
後
お
お
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
最
澄
の
立
場
は
安
然
に
も
引
き
継
が
れ
る
。
即
ち

即
身
成
仏
義
私
記

に
、

夫
以
。
妙
法
蓮
華
者
。
一
切
如
来
微
妙
因
果
。
摩

止
観
者
。
一
切
菩
薩
速
疾
之
径
路
。
乗

此
乗

者
。
白
牛
運
載
。
直
至

道
場

観

此
観

者
。
神
通
飛
騰
。
疾
行

宝
処

是
以
八
歳
龍
女
。
頓
坐

正
覚
之
臺

三
生
之
弟
子
。
速
入

正
聚
之
位

煩
悩
是
菩
提

無

断

身
因

生
死
是
涅
槃
無

傷

陰
入

皆
不

捨

身
不

受

身
。
悉
於

現
身

得

成
仏

是
法
難

聞
譬
如

曇
華

是
道
難

逢
猶
如

盲
亀

弟
子
幸
値

如
実
弘
経
之
師

親
聞

即
身
成
仏
之
道

如

説
信
受
。
如

説
習
学
。
欲

知

甘
露
之
味

敬
集

醍

醐
之
文

教
観
並
弁
。
違
順
双
通
。
…
…

（
仏
全
二
四
・
一
七
九
ｂ

と
あ
る
。
安
然
も
現
身
に
お
い
て
成
仏
を
得
る
と
し
、
不
捨
身
を
主
張
す
る
が
、
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
身
を
捨
て
ず
と
い
う
そ
の

立
場
を
主
張
す
る
に
あ
た
り
、
最
初
に

法
華
経

を
あ
げ
、
さ
ら
に
菩
薩
の
径
路
と
し
て
止
観
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
教
と
観

を
並
べ
弁
ず
る
こ
と
で
二
死
の
生
死
を
了
解
し
た
。
こ
の
捨
不
捨
に
つ
い
て
安
然
が
取
り
上
げ
る
そ
の
理
由
は
貞
観
五
年
六
月
の
法
華
会

に
お
い
て
即
身
成
仏
の

が
起
き
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
顚
末
を
記
し
て
正
し
い
天
台
の
理
解
を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
即

身
成
仏
と
い
う
問
題
は
即
心
の
成
仏
に
し
て
即
身
の
成
仏
に
非
ず
と
い
う
こ
と
に
執
す
る
一
類
の
執
者
の
問
い
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
最
澄

以
後
円
澄
、
徳
円
、
光
定
な
ど
の

唐
決

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
日
本
天
台
が
抱
え
る
一
つ
の
問
題
と

５
な
る
。
こ
こ
に
挙
げ
る

即
身
成

仏
義
私
記

に
も

光
定
問
宗

６
穎
決

の

唐
決

を
引
い
て
、

不
捨
分
段
之
身
。
不
受
変
易
之
身
。
自
証
法
性
之
身
。
能
現
生
身

７
之
相

と
主
張
す
る
。
ま
た
安
然
の
師
で
あ
る
慈
覚
大
師
円
仁
の
判
を
挙
げ
て

我
幼
く
し
て
先
師
に
奉
（
つ
か
）
え
て
、
長
く
遠
国
に

問
う
に

得
た
答
は

円
教
の
肉
身
は
転
じ
て

８
不
捨

で
あ
っ
た
。
生
身
を
捨
て
る
と
は
転
捨
で
あ
り
、
円
教
の
肉
身
は
転
じ
て
捨
て
ず

と
す
る
。
こ
こ
で
い
う
円
教
の
肉
身
と
は
生
身
得
忍
の
菩
薩
が
実
報
土
に
生
ず
る
に
捨
か
不
捨
か
と
い
う
問
題
を
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、

一
六
一
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安
然
は
最
澄
の
即
身
成
仏
化
道
勝
に
い
う

今
謂
常
平
等
故
不
出
法
界
。
常
差
別
故
不
礙
取
捨

を
挙
げ
て
、

論

実
道

分
段
変
易
。
生
身
法
身
。
都
無

取
捨

（
仏
全
二
四
・
一
八
六
ｂ

実
道
を
論
じ
れ
ば
本
よ
り
取
も
捨
も
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
澄
が
法
性
の
随
縁
で
あ
る
と
し
た
捉
え
方
を
よ
り
進
め
た
も
の

で
、
安
然
は
こ
れ
を

摩

止
観

に
そ
の
径
路
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
問
答
の
な
か
に

止
観
云

今
円
頓
止
観
之
意
也

今

止
観
旨
也

と
随
所
に
止
観
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
を
挙
げ
れ
ば
、

問
。
従

分
段

入

変
易

者
。
為

捨

報
耶
。
為

不

捨
耶
。

答
。
円
教
行
人
。
円
聞
円
信
円
行
円
証
円
厳
円
立
。
以

不
思
議
観

観

不
思
議
境

転

不
思
議
報

得

不
思
議
証

故

。

（
仏
全
二
四
・
二
〇
〇
ａ

分
段
よ
り
変
易
に
入
る
に
分
段
身
を
捨
て
る
の
か
と
い
う
問
に
た
い
し
て
、
安
然
は

９
止
観
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
思
議
証
を
得
る
と

答
を
導
き
だ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
問
答
を
挙
げ
れ
ば
、

問
。
諸
文
皆
云

分
段
質
礙
報
必
応

捨
。
又
云

煩
悩
報
故
報
必
応

捨
。
何
故
今
者
言

不
捨

耶
。

答
。
決
云
。
単
約

小
乗

不

云

報
転

故
依

大
品
法
華
二
文
並
是
円
観
報
陰
転
義

也
（
弘
決
文
）。

当
知
。
捨
報
之
言
是
小
乗
之
義
也
。
胎
経
皆
不

捨

身
不

受

身
。
悉
於

現
身

得

成
仏

即
今
円
頓
止
観
之
意
也
。

（
仏
全
二
四
・
二
〇
〇
ｂ

と
、
現
身
に
成
仏
を
得
る
は
即
ち
今
の
円
頓
止
観
の
意
で
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
に
止
観
に
拠
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
止
観
を
出
し
て
く
る

の
は

法
華
玄
義
釈

に
、

彼
止
観
為

成

観
故
乃
以

相
待

為

可
思
議
麁

唯
一
絶
待
為

不
思
議
妙

…
…
（
中
略
）
…
…
止
観
相
待
義
似

於
別

故
判
為

一
六
二

中
古
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る
生
死
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麁
。
今
此
妙
名
兼

本
迹

彼
文
妙
観
独
在

於
円

（
玄
義
Ｔ
三
三
・
八
一
六
中

と
あ
る
よ
う
に
、
止
観
に
お
い
て
は
観
を
成
ぜ
ん
が
た
め
相
対
を
可
思
議
の
麁
と
な
し
、
唯
一
絶
待
を
不
思
議
の
妙
と
な
す
。
本
迹
を
兼

ね
る
妙
観
は
絶
待
の
円
に
あ
る
と
い
う
。
相
対
を
認
め
な
い
円
の
立
場
で
あ
る
。
そ
の
妙
な
る
観
は
独
り
円
に
あ
り
と
い
う
よ
う
に
、
そ

こ
に
は
捨
も
不
捨
も
忘
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
止
観
を
捉
え
る
時
、
観
心
、
止
観
の
持
つ
特
異
性
が
よ
り
一
層
強
調
さ
れ

る
。
安
然
以
後
、
生
死
観
も
心
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

３

牛
頭
決

に
お
け
る
生
死
観

安
然
以
後
、
中
古
天
台
に
入
っ
て

天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂

が
成
立
す
る
。

天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂

は

牛
頭
決

（
以
下

牛
頭
決

と
す
る
）
と
称
さ
れ
最
澄
撰
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
最
澄
撰
で
は
な
く
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
成
立
さ
れ
た
も
の

と
さ

10
れ
る
。
そ
の

牛
頭
決

の
構
成
を
見
る
と
、

五
双
要
法
門

第
一

鏡
像
円
融

第
二

十
界
互
具

第
三

仏
界
不
増

第
四

俗
諦
常
住

第
五

三
惑
頓
断

第
六

分
段

不
捨

第
七

煩
悩
菩
提

第
八

無
明
即
明

第
九

生
死
涅
槃

第
十

即
身
成
仏

（
伝
教
大
師
全
集
五
・
五
〇
頁

五
双
十
箇
の
法
門
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
生
死
と
結
び
つ
く
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
る

と
、
第
五
の
三
惑
頓
断
で
は

伏
以
。
生
死
二
法
者
一
心
之
妙
用
。
有
無
之
二
道
者
本
覚
之
真
徳
。
所
以
心
者
無
来
無
去
之
法
。
神
者
周
遍
法
界
之
理
也
。
故
生
時

無

来
。
死
時
無

去
。
無
来
無
去
心
施

有
之
用

心
即
現

六
根
之
体

以

之
名

生
。
周
遍
法
界
神
施

空
之
徳

神
即
亡

五
陰

一
六
三

中
古
天
台
に
お
け
る
生
死
観
（
荒
槇
純
隆



之
身

指

之
曰

死
。
別
無
来
之
妙
来
。
無
生
之
真
生
。
無
去
之
円
去
。
無
死
之
死
也
。
生
死
體
一
。
有
空
不
二
。
如
是
知
見
。
如

是
観
解
。
心
仏
顕

体
。
生
死
自
在
。
哀
哉
。
六
道
衆
生
。
悲
哉
。
三
界
凡
夫
。
雖

生
徒
生
。
生
故
不

知
。
雖

死
空
死
。
死
由
不

覚
。
本
有
無
作
之
生
死
。
無
始
無
終
常
住
。
有
無
之
心
体
。
非

断
見

非

常
見

若
云

離
生

三
世
諸
仏
。
出

於
世
間

不

可

利

益
衆
生

若
云

止
死

十
方
如
来
。
入

於
涅
槃

不

可

受

寂
滅
之

勿

欲

住

生
死

難

忍

輪
廻
之
苦

故
。

勿

存

離

生
死

難

免

断
見
之
咎

纔
悟

一
心
之
体

早
離

二
見
苦

或
除

自
佗
共
無
因
之
四
計

或
愈

作
止
住
滅
之
四

病

是
生
死
自
在
之
法
薬
。
臨
終
正
念
之
秘
術
也
。
行
者
常
能
思
念
勿

怖

生
死

。

（
伝
教
大
師
全
集
五
・
五
九
〜
六
〇

と
あ
る
。
こ
の
文
は
第
九
の
生
死
涅
槃
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
裏
書
に
は
、

第
九
第
十
二
文
者
。
慈
覚
大
師
。
名

本
無
生
死
論

号

一
念
成
仏
義

（
伝
教
大
師
全
集
五
・
六
六
頁

と
あ
る
。
慈
覚
大
師
円
仁
の

本
無
生
死
論

と
さ
れ
、

一
念
成
仏
義

と
号
さ
れ
る
と
あ
る
。

天
台
本
覚
論

に
既
に
ふ
れ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
と
同
文
に
お
な
じ
く
伝
教
作
と
伝
え
る

五
部
血
脈

に
は

生
死
覚
用
鈔
、
又
名
本
無
生

11
死
論

と
あ
る
。
さ
ら
に

百
題
自
在
房

に
は
湛
然
の
製
作
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に

生
死
の
二
法
は
一
心
の
妙
用
、
有
無
の
二
道
は

本
覚
の
真
徳

と
あ
る
。
生
死
は
一
心
の
妙
な
る
働
き
で
あ
る
と
す
る
。

第
六
の
分
段
不
捨
で
は
、

捨
入
の
言
は
凡
聖
を
分
つ
。
凡
に
在
り
て
は
捨
を
以
て
入
と
な
し
。
聖
な
る
が
故
に
法
性
を
捨
て
ざ

12
る
也

と
あ
る
。
捨
と
は
分
段
生
死
の
捨
、
入
と
は
変
易
生
死
に
入
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
は

法
華
秀
句

と
同
じ
く
分
段
身
を
法
性
の
随
縁
と

捉
え
て
い
る
。
第
七
煩
悩
菩
提
で
は

実
知
の
故
に
色
心
体
一
、
亦
色
は
寂
な
り
、
心
は
光
な
り
と
、
処
居
に
従
え
ば
こ
れ
を
寂
光
、
能

居
に
従
え
ば
こ
れ
を
法
身
と
名
づ
く
。
身
土
に
別
な
く
機
法
に
二
な
し
。
同
じ
く
こ
れ
中
道
な
る
が
故

13
な
り

と
あ
り
色
心
を
寂
光
、
法

身
に
あ
て
て
い
る
。
第
十
の
即
身
成
仏
で
は

機
に
対
せ
ば
修
証
無
量
劫
、
妙
法
深
秘
の
蔵
は
心
の
法
身
仏
を
顕
は
し
、
一
念
須

の
間
、

一
六
四
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る
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謂
、
衆
生
の
心
を
指
し
て
直
に
妙
法
の
理
を
説
く
、
心
性
本
覚
を
以
っ
て
無
作
実
仏
と

14
な
す

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

牛
頭
決

の
捉
え
方
は
円
教
の
立
場
で
あ
り
円
教
の
断
惑
で
あ
る
。
言
葉
を
替
え
れ
ば
捨
と
不
捨
と
は
知
と
不
知
の
異

り
で
あ
る
。
ま
た
生
死
の
本
源
を
一
心
に
お
い
て
い
る
が
、

法
華
秀
句

の
法
性
の
随
縁
と
す
る
法
性
か
ら
心
へ
と
生
死
の
捉
え
方
が

進
ん
で
い
る
。

天
台
本
覚
論

に
は

生
死
の
二
法
は
一
心
の
妙
用
、
有
無
の
二
道
は
本
覚
の
真
徳
な
り

無
来
の
妙
来
、
無
生
の
真

生
、
無
去
の
円
去
、
無
死
の
大
死
な
り

、

生
の
時
も
来
る
な
く
、
死
の
時
も
去
る
な
し
。
生
は
こ
れ
真
生
、
死
は
即
ち
円
死
な
り
。
生

死
は
体
一
、
空
有
は
不
二
な
り

と
い
い
て
、
生
死
の
二
元
相
対
の
突
破
・
超
越
、
ひ
い
て
は
生
死
に
た
い
す
る
絶
対
肯
定
が
説
か
れ
て

い
る
。
否
定
し
、
捨
て
る
な
ら
死
の
み
な
ら
ず
、
生
も
ま
た
捨
て
る
の
で
あ
り
、
肯
定
し
、
取
る
な
ら
生
の
み
な
ら
ず
、
死
も
ま
た
肯
定

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
積
極
的
に
い
え
ば
、
生
も
死
も
、
と
も
に
絶
対
の
真
理
、
永
遠
の
生
命
の
活
現
の
す
が
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
一
心
の
妙
用
と
は
、
生
死
を
主
体
的
精
神
で
も
っ
て
掌
握
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
生
死
観
は
、
こ
こ
に
、
そ
の
窮
み
に
達
し
た
と

い
え

15
よ
う
と
論
じ
て
い
る
。
心
に
永
遠
の
生
命
を
み
る
こ
と
が
心
の
掌
握
を
意
味
す
る
。
即
ち
無
来
無
去
の
常
住
な
る
心
を
本
源
と
し
、

そ
の
妙
な
る
心
の
働
き
が
生
死
で
あ
る
と
す
る
。
永
遠
の
命
の
な
か
の
生
死
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。
最
澄
が

秀
句

の
中
で

法

性
の
取
捨

あ
る
い
は

法
界
を
出
で
ず
故
に
取
捨
を
妨
げ
ず

と
い
い
、
安
然
は

実
道
を
論
ず
れ
ば
分
段
変
易
生
身
法
身
す
べ
て
取

捨
な
し

と
結
論
す
る
。
詰
ま
る
所
取
捨
の
選
択
は
自
己
に
あ
り
、
法
の
立
場
に
立
て
ば
、
取
捨
を
云
々
す
る
こ
と
は
な
く
、
云
々
す
る

こ
と
は
結
局
中
道
の
意
を
顕
す
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

牛
頭
決

で
は
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
妙
な
る
心
に
焦
点
を

置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
生
死
を
突
き
詰
め
終
に
心
に
帰
一
し
、
そ
こ
に
限
り
な
い
常
住
で
あ
る
永
遠
の
生
命
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

中
古
天
台
の
窮
み
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

牛
頭
決

に
は
さ
ら
に
心
性
本
覚
な
ど
の
用
語
も
見
ら
れ
る
が
こ
れ
ら

の
了
解
が
ま
さ
し
く
中
古
天
台
に
お
け
る
本
覚
思
想
と
見
ら
れ
る
。

一
六
五

中
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天
台
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る
生
死
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ま
た
、
心
に
帰
一
す
る
こ
と
は
、
安
然
の

即
身
成
仏
義
私
記

で

摩

止
観
と
は
一
切
菩
薩
速
疾
の
径
路
な
り

と
述
べ
る
よ
う

に
己
心
中
に
行
ず
る
止
観
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
止
観
が
よ
り
昻
揚
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

４

ま

と

め

中
国
天
台
か
ら
日
本
天
台
へ
と
生
死
観
の
流
れ
の
概
略
を
見
て
き
た
が
、
中
国
天
台
は
生
死
は
二
死
の
苦
で
あ
る
と
捉
え
る
の
に
対
し

て
、
中
古
天
台
に
お
い
て
は
生
死
は
心
で
あ
る
と
捉
え
た
こ
と
で
、
中
国
天
台
と
は
異
な
る
生
死
観
の
展
開
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
口
伝
関
係
の
文
献
に
顕
著
に
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

牛
頭
決

に
お
い
て
生
死
は
一
心
の
妙
用
で
あ
る
と
す
る
そ
の
心
は

止
観
の
了
解
と
伴
っ
て
、
よ
り
心
を
深
め
て
い
く
。
そ
れ
は
心
を
本
覚
の
体
と
な
し
、
万
法
の
総
体
で
あ
る
、
あ
る
い
は
自
心
寂
光
と
展

開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

以
上
、
狭
い
見
識
で
中
国
・
日
本
天
台
に
お
け
る
生
死
観
の
流
れ
を
見
た
が
、
日
本
に
お
い
て
は
特
に
密
教
と
も
関
わ
る
こ
と
か
ら
、

単
に
顕
教
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
複
雑
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
密
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
全
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
少
し
く
反
省
し
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註１

こ
の

二
死

の
苦
で
あ
る
が
、
弘
安
版
で
は

生
死

の
苦
と
あ
る
。

２

法
華
文
句

大
正
三
四
・
二
三
二
上
。

３

法
華
文
句
記
講
録

に
は
大
論
第
十
二
の

菩
薩
末
後
肉
身
得
無
生
法
忍
。
捨
肉
身
得
法
身
云
云

（
Ｔ
二
五
・
一
四
六
ｂ
）
と
あ
る
。

４

大
正
三
四
・
一
二
八
ｃ

一
六
六
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５

即
身
成
仏
義
に
つ
い
て
は

天
台
教
学
と
本
覚
思
想

大
久
保
良
峻
著
、
ま
た

天
台
教
学
に
お
け
る
竜
女
成
仏

（

日
本
仏
教
綜
合
研

究

第
四
号
）
な
ど
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

６

註

続
二
〜
五
。
四
二
三
丁
左
下

７

仏
全
二
四
・
一
八
九
頁

８

仏
全
二
四
・
二
一
五
ｂ
。
ま
た

宗
要
光
聚
坊

下
に
は

尋
云
。
慈
覚
大
師
御
釋
如
何
。
答
。
具
文
云
。
幼
奉
先
師
。
長
問
遠
国
。
自

分
段
至
変
易
。
有
転
入
者
。
有
隔
入
者
（
云
云
）
隔
生
入
者
。
自
分
段
生
方
便
土
也
。
転
入
者
。
自
分
段
生
実
報
土
也
。
生
身
得
忍
菩
薩
。

不
捨
分
段
身
云
事
分
明
也
。
サ
テ
転
捨
云
事
。
転
劣
成
勝
捨
云
也
。
覚
大
師
・
千
観
・

卒
先

。
皆
此
義
也
。
サ
テ
天
台
御
釈
。
転
捨
云

事
有

云
。
止
観
。
転
陰
云
成
三

釈
。
可
思
之
。
但
。
此
釈
釈
別

下
タ
ナ
レ
ト
モ
弥
円

誠
証
也

一
義
云
。
山
家
既
常
差
別
故
不

妨
取
捨
釈
タ
マ
ヘ
リ
。
覚
大
師
。
何
違
先
師
御
釈
耶
。
仍
彼
御
釈
意
。
理
日
無
取
捨
。
事
日
有
取
捨
也
。
一
類
執
者
一
向
捨
云
故
。
為
破
彼

寄
理
爾
釈
計
也
。
実
捨
可
得
意

（
已
上
証
拠
畢
）

と
あ
る
。（

続
天
台
宗
全
書

論
草
五
、
三
一
二
ｂ
〜
三
一
三
ａ
）

９

摩

止
観

に
は

此
菩
薩
聞
圓
法
。
起
圓
信
。
立
圓
行
。
住
圓
位
。
以
圓
功
徳
而
自

。
以
圓
力
用
建
立
衆
生
。
云
何
聞
圓
法
。

聞
生
死
即
法
身
。
煩

即
般
若
。
結
業
即
解
脱

（
Ｔ
四
六
・
二
ａ
）
と
あ
る
。

10

牛
頭
決
に
つ
い
て
は
、

天
台
本
覚
論

、
大
久
保
良
順

天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂

の
牛
頭
法
門
に
つ
い
て

（
天
台
学
報
35
号
）

天
台
口
伝
法
門
と
禅
宗

（
大
正
大
学
研
究
紀
要
第
52
輯
）、
拙
稿

天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂

の
牛
頭
の
名
称
に
つ
い
て

（
天
台

学
報
39
号
）
参
照
。

11

伝
教
大
師
全
集

五
・
三
六
〇
頁

12

伝
教
大
師
全
集

同
・
六
〇
頁

13

伝
教
大
師
全
集

同
・
六
二
頁

14

伝
教
大
師
全
集

同
・
六
五
頁

15

天
台
本
覚
論

（
岩
波
書
店
）

続
日
本
仏
教
の
思
想
２

、
五
二
五
頁

一
六
七

中
古
天
台
に
お
け
る
生
死
観
（
荒
槇
純
隆
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